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３月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成27年 第１回定例会

平成27年第１回定例会が、３月３日から３月24日までの
22日間の会期で開催されました。今定例会では、平成27年
度各会計当初予算、条例の制定及び一部改正、平成26年度
各会計補正予算などについて、『平成27年第１回定例会議案
審査特別委員会』を設置のうえ付託し慎重審査を行いました。
また、３月４日、５日の２日間において一般質問（後頁Ｐ９
～11）を行いました。

▼
▼  

議
案
第
９
号

か
す
み
が
う
ら
市
い
じ
め
防
止
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

い
じ
め
の
防
止
等
に
係
る
基
本
的

な
方
針
を
定
め
、施
策
の
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
生
活
し
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、新
た
に

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
10
号

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学

前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

関
係
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
を

受
け
、
条
例
の
一
部
改
正
及
び
廃

止
を
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
11
号

か
す
み
が
う
ら
市
行
政
組
織
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て市

政
の
重
点
課
題
や
新
た
な
行
政

課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運

営
を
図
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
６
号

か
す
み
が
う
ら
市
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
国
の
基
準
に
お
い
て
定

め
ら
れ
て
い
た
指
定
介
護
予
防
支

援
事
業
等
に
従
事
す
る
従
業
員
に

係
る
基
準
等
の
規
定
に
つ
い
て
、

市
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
た
め
、新
た
に
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
７
号

か
す
み
が
う
ら
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
人
員
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

に
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
の
員

数
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
に
従
い
、
新
た
に
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
８
号

か
す
み
が
う
ら
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

歩
崎
公
園
地
内
に
観
光
交
流
施
設

を
設
置
す
る
た
め
、
新
た
に
こ
の

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

民
有
地
内
の
立
木
の
誤
伐
採
に
よ

る
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
１

８
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
４
号
、
５
号
、
13
号
及
び
22
号
】

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
、
平
成
26
年
６
月
20
日

に
公
布
さ
れ
、
平
成
27
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  
議
案
第
４
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
５
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

可　
決

可　
決

議
案
等
の
審
議
結
果

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決
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▼
▼  

議
案
第
12
号

か
す
み
が
う
ら
市
行
政
手
続
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て行

政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
の

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
13
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
▼  

議
案
第
14
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
15
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
16
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
国
及
び
他

の
自
治
体
の
給
与
制
度
と
均
衡
を

図
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
17
号

か
す
み
が
う
ら
市
宅
地
開
発
基
金
の
設

置
、管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
宅
地
開
発
指
導

要
綱
を
廃
止
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
18
号

か
す
み
が
う
ら
市
あ
じ
さ
い
館
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
部
屋
と
し
て
貸

出
し
で
き
る
よ
う
、
明
確
に
位
置

づ
け
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
19
号

か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
20
号

か
す
み
が
う
ら
市
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
に
開
校
す
る
下
大

津
・
美
並
・
牛
渡
・
宍
倉
統
合
小

学
校
は
霞
ヶ
浦
南
小
学
校
に
、
佐

賀
・
安
飾
・
志
士
庫
統
合
小
学
校

は
霞
ヶ
浦
北
小
学
校
に
名
称
が
決

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
こ
の
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
21
号

か
す
み
が
う
ら
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
の

制
定
に
伴
い
、
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
等
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
22
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
そ
の
他
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
23
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

主
な
内
容
は
、
生
活
保
護
事
業
に

係
る
医
療
扶
助
費
、
減
債
基
金
積

立
金
等
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
24
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

▼
▼  

議
案
第
25
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
▼  

議
案
第
26
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
27
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
28
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
29
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
予
算

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決
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▼
▼  

議
員
発
議
第
１
号

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼
▼  

選
挙
第
８
号

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
一
般
選
挙

小
松
﨑　
　

誠　

議
員

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

▼
▼  

請
願
第
１
号

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

▼
▼  

請
願
第
２
号

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
中
止
を
求
め

る
請
願
書

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

▼
▼  

議
案
第
30
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

▼
▼  
議
案
第
31
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
32
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
33
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
34
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
35
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
予
算

▼
▼  

議
案
第
36
号

霞
台
厚
生
施
設
組
合
へ
の
加
入
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
37
号

美
並
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
38
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
39
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
40
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  
議
案
第
41
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
42
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

主
な
内
容
は
、
消
費
喚
起
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
業
務
委
託
料
等

を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
43
号

美
並
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模

改
造
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
44
号

か
す
み
が
う
ら
市
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

瀧
ケ
﨑　

洋　

之
（
中
志
筑
）

平
成
27
年
３
月
24
日　

同
意　

▼
▼  

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

▼
▼  

諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

▼
▼  

諮
問
第
３
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

▼
▼  

推
薦
第
１
号

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

齊　

藤　

幸　

雄
（
牛　

渡
）

海　

東　
　
　

功
（
上
稲
吉
）

小
松
﨑　
　
　

誠
（
大
和
田
）

鈴　

木　

良　

道
（
下
土
田
）

▼
▼  
委
員
会
発
議
第
１
号

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る
意

見
書

可　
決

可　
決

可　
決

適　
任

適　
任

適　
任

適　
任

適　
任

可　
決

可　
決

同　
意

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

当　
選

決　
定

決　
定

採　
択

採　
択
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施政方針に対する質疑

市長のH27年度施政方針に対する質疑
交通弱者のために市内公共交通網の見直しについて、具体的な構想は

志筑・新治・七会・上佐谷統合小学校については、新校の位置をめぐり意見の集約
ができないために、現在も統合委員会は休止状態になっております。
今後につきましては、保護者や地域の意見を伺いながら進めるとともに、専門家の
意見を取り入れながら、小中一貫教育のあり方も含めまして総合的に検討していき
ます。

循環型地域社会を目指す上におきまして、さらなるごみの減量化への取り組みが必
要です。
燃えるゴミの中には、資源となるものが多く含まれていることから、雑誌等の資源化・
家庭から出る生ごみの水切り・コンポストや生ごみ処理機による堆肥化・買い物等
でのマイバックの推奨・廃棄物の減量化や資源化と有効利用、廃棄物行政の効率化
を推進し、周知啓発をしてまいります。

６次産業とは、農業や水産業の第一次産業が食品加工や流通販売にも業務発展して
いくものであります。高品質かつ安全性の高い農産物加工品を地域ブランドとして
確立をさせ、販路を拡大していく手法の一つとして６次産業に取り組んでいきたい
と考えます。
これにより新たな産業の創出を促し、雇用機会の拡大や農水産業の経済的安定を実
現することで、魅力ある農水産業を創造してまいります。

災害時等にも容易に情報発信ができるソーシャルネットワークサービスとの連携を
することにより、複数メディアで画像や動画を配信できるようにし、ホームページ
も大幅な機能向上を図る予定です。これにより、本市の魅力を最大限に国内外に発
信していきます。
また、携帯電話やスマートフォンを活用したツイッター等あらゆる手法に取り組み
ながら、より広く情報発信をする環境づくりに努めます。
広聴活動はこれまでも実施しておりますが、市民提案や市民懇談会、区長懇談会等
のさらなる充実を図るとともに、あらゆる機会を利用し、より多くの市民の皆様と
接し、さまざまなご意見を拝聴しながら、市政運営に努めます。

千代田地区の小学校の統廃合の進め方について

ごみ減量化、分別によるリサイクル化の推進について

６次産業による総合戦略について

広報活動の改善で新しい取り組みとは。また、具体的な広聴活動の充実への取り
組みがあれば伺いたい。

本市の中心を通るＪＲ常磐線神立駅は、１日当たり6,000人と利用者の多い駅で
あります。そこへ向かう交通網ができていないことが、本市の交通弱者に影響し
ていると思われます。通勤・通学を含め、交通弱者の足として交通網を整備して
いくためには、バス路線網の検討が必要であり、デマンド型乗り合いタクシーと
のバランスをとりながら、持続可能な交通体系を整備していくことが本市に適し
た交通弱者対策と考えております。
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議案審査特別委員会議案質疑

議案審査特別委員会における主な議案質疑
平成27年　第１回定例会

議案第８号
かすみがうら市交流センター設置及び管理に関する条例の制定について

議案第９号
かすみがうら市いじめ防止等に関する条例の制定について

議案第11号
かすみがうら市行政組織条例の一部を改正する条例の制定について

（３月９日、10日、12日、13日、16日、17日開催）

使用料が月額であり、１事業者に貸すイメージを持ちました。40坪・50坪すべ
て貸すより小分けにして借りられる方が、小さい事業者が借りやすくなると思い
ます。そのようなお考えはありますか。

いじめ問題が深刻になっていろいろな方面で議論され、対策も練っているかと思
います。保護者の知る権利が、どのように保証されていますか。

上下水道部を設けることとなりますが、行政サービス向上ということであれば、
これまでどおり下水道課と水道課でよいと思いますが、効率化に重点をおくとい
うことですか。

下水道についても企業会計に移行するとのことですが、それは、健全化のための
努力をさせるための移行ということでよろしいですか。

公募につきましては、ホームページまたは新聞各社などにより幅広く募集をかけ
る予定です。

まず４月の広報誌で周知してまいります。事業所には考えておりませんでしたの
で、対応を考えさせていただきたいと考えております。保護者の方には、学校か
ら周知いたします。

交流センターを使う企業等の募集についてはどのように行いますか。

この条例の第９条に住民及び事業者の役割が規定されております。住民とは、本
市の区域内に居住しまたは通勤し、もしくは通学するものを含めるとのことです。
こういう全住民に対してどのように周知を図って対応しようとしているのか伺い
ます。

現時点では、１事業者でもいいし別の業者も借りられるように考えております。
ただ、施設の形態については、今後応募する方と協議しながら、利用しやすい形
態を考えていきます。

条例のほかに基本方針を策定する予定でおります。具体的な対応については、基
本方針で整理することとしておりまして、その中で規定をする予定でございます。

効率化はもちろんですが、総務省からの指導で、平成32年４月以降は、下水道に
おいても公営企業会計を導入することとなりますので、準備期間として平成27年
度より水道部と同じにしていく考えです。

企業健全化を目的としますが、営業収益、資本的な支出といったところを明確に
することが大前提かと思います。スケジュールもこれから５年と長いスパンであ
りますので、少し整理をさせていただき、詳細については今後詰めてご報告をさ
せていただきます。
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議案第17号
あじさい館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

議案第36号
霞台厚生施設組合への加入について

議案第20号
かすみがうら市学校設置条例の一部を改正する条例について

お盆については、あじさい館と体育施設につきましては、27年度から開館する予定
です。正月につきましては、今後のあり方について、内部で再検討させていただき
たいと思います。

あじさい館の休館日について、他の近隣の市町村等と併せていただきたいとの話
が出ております。お盆休みやお正月の開館について検討願いたい。

霞台厚生施設組合に加入すると判断に至った根拠を伺います。

霞ヶ浦南小学校と霞ヶ浦北小学校の２つの名称が決まった経過を教えてください。

広域化した場合は、国から循環型交付金の補助が受けられます。二酸化炭素削減
率３％以上で３分の１、発電施設を設けると20％、もしくは災害時の拠点施設を
つくると２分の１の補助となります。この交付金を受けられる用件は、人口５万
人以上、面積は400平方キロメートル以上となります。

長寿命化して現在の施設を使う場合、耐用年数を15年とした場合の総事業費は、
約28億5,000万円となり、１年当たりの経費は、約１億9,000万円となります。広
域化した場合は、耐用年数を25年で計算すると、当市の総負担額が約20億円です
ので、１年当たりの経費は、約8,000万円となります。
運営費については、新治地方広域事務組合における25年度決算から試算した場合、
当市１人あたりの単価は約6,000円です。霞台厚生施設組合については、１人あ
たり約2,700円となります。

広域化する場合の財源がどうなるのか。

現在のごみ処理施設を長寿命化して使い続ける場合と、霞台厚生施設組合に加入
し、ごみ処理場を新設した場合のコストの比較をお聞きします。

国･県では、広域化は土浦市から茨城町の周辺で１～２カ所が望ましいとの方針
が示されていること。土浦市は単独で長寿命化、石岡市は新たな霞台厚生施設組
合への方向性。これらを総合的に考慮する中で、３市１町（石岡市・小美玉市・
茨城町・かすみがうら市）による霞台厚生施設組合に加入する判断をさせていた
だきました。

全員協議会で説明後、統合委員会において校名の設定基準案を設定。その後、校
名応募用紙案について審議。その後公募となりました。合同運営検討委員会で校
名を絞りこんだ後、保護者と区長を対象にした校名案の選定アンケートを実施。
アンケートの結果を、合同統合委員会で協議し最終的に校名を決定いたしました。



8KASUMIGAURA

総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

調 
査 
内 
容

付 

託 

案 

件

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

付 

託 

案 

件

●
行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
」
戦
略
本
部
に
つ
い
て

●
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
事
業
に
つ
い
て

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
社
会
保
障
・
税
制
度
に
つ
い

て
●
状
況
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
（
素
案
）

に
つ
い
て

●
公
共
施
設
使
用
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書
（
請
願
第
１
号
）

●
土
浦
協
同
病
院
移
転
新
築
工
事
へ
の
財
政
支

援
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉

計
画
（
第
４
期
）
に
つ
い
て

●
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
つ
い
て

●
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
例
規
の
整
備
に
つ
い
て

●
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
係

る
意
見
公
募
の
結
果
に
つ
い
て

●
霞
ヶ
浦
地
区
統
合
小
学
校
統
合
委
員
会
の
協

議
状
況
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
の
学
校
施
設
整
備
に
係
る
進
捗

状
況
に
つ
い
て

●
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

に
つ
い
て

●
環
境
衛
生
及
び
公
害
に
関
す
る
事
項

　
・
霞
台
更
生
施
設
組
合
へ
の
加
入
に
つ
い
て

●
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
項

　
・
か
す
み
が
う
ら
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
つ
い
て

●
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る
事
項

　
・
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

に
つ
い
て

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て（
議
案
第
38
号
）

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
39
号
）

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
40
号
）

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
41
号
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

（
２
月
19
日
開
催
）

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査（３月

９
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

（
２
月
17
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

（
２
月
16
日
開
催
）

（
４
月
17
日
開
催
）

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査（３月

９
日
開
催
）

産
業
建
設
委
員
会

委員会活動・議員研修会

平成26年度第２回議員研修会
主催：茨城県市議会議長会
日時：平成27年2月13日（金）
会場：日立建機土浦工場
参加：櫻井議員、宮嶋議員、設楽議員、
　　　来栖議員、川村議員、藤井議長
講演：木川  理二郎  氏（日立建機株式会社  相談役）
　　　「事業の拡大と人材のグローバル化」

▲市道認定箇所の現地調査
　【上志筑地内】
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今
後
の
職
員
数
の
適
正
化
に
つ
い
て
、具
体
的
な
計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　
市
長　
職
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
類
似
団
体
と
の
比
較
で
も
、
決
し
て

多
い
状
態
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
行
政

需
要
、
権
限
の
移
譲
、
そ
れ
か
ら
地
方
公
務
員
法
な
ど
の
関
係
法
令
の
改
正

な
ど
の
対
応
等
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
の
影
響
を
考
慮
す
れ
ば

縮
減
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
水
道
料
金
の
値
下
げ
の
内
容
。
ま
た
、
水
道
料
値
下
げ
の
財
源
は
、
ど

こ
で
確
保
す
る
の
か
。
水
道
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
に
つ
い
て
減

額
は
で
き
る
の
か
伺
う
。

　
　
水
道
事
務
所
長　
一
般
家
庭
用
の
水
道
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
㎥
を

基
本
水
量
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
０
㎥
を
基
本
水
量
と
し
て
超
過
料

率
を
含
め
て
見
直
し
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
営

業
収
益
（
水
道
料
金
）
と
営
業
外
収
益
（
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
）
で
あ

り
ま
す
。
料
金
体
系
の
見
直
し
に
よ
る
水
道
収
益
の
減
分
を
補
う
た
め
、
さ

ら
な
る
費
用
削
減
に
努
め
ま
す
。

　

節
水
意
識
の
高
ま
り
や
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
ま
し
て
、
給
水
収
益
の
伸

び
が
期
待
で
き
な
い
現
状
で
は
、
費
用
縮
減
で
及

ば
な
い
も
の
は
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治

宮嶋　謙

議員

議員

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
後
の
現
状
に
つ
い
て

職
員
数
は
適
正
化
で
き
て
い
る
の
か

管
理
不
全
な
空
き
家
の
解
消
に
向
け

　
　
　
　
　
　
制
度
の
周
知
を
図
り
ま
す

事
務
の
見
直
し
、
職
員
の
能
力
向
上
を
図
り
、

　
　
　
最
小
限
の
経
費
で
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

新
協
同
病
院
開
院
に
向
け
て
の
交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

小
学
校
統
合
に
向
け
た
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

使
用
済
み
の
小
型
家
電
の
回
収
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

　
　
稲
吉
東
５
丁
目
付
近
の
空
き
家
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。ま
た
、

条
例
の
趣
旨
に
沿
っ
た
市
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
総
務
部
長　
通
学
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
自
然
災
害
に
よ
り
倒
壊

す
る
恐
れ
が
あ
る
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。
条
例
に
基
づ
き
実
態
調
査
・
立
ち

入
り
調
査
を
行
い
、
緊
急
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
性
か
ら
、
応
急
措
置
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
確
知
に
努
め
、
改
善
要
請
を
行
い
、
改
善

が
な
い
場
合
は
指
導
、
さ
ら
に
改
善
が
な
い
場
合
に
は
、
勧
告
、
命
令
、
公

表
、
戒
告
と
進
み
、
そ
れ
で
も
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
行
政
代

執
行
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
前
回
の
質
疑
で
は
、
土
浦
市
お
お
つ
野
地
区
に
移
転
が
決
ま
っ
た
土
浦

協
同
病
院
の
利
用
に
関
連
し
て
、
交
通
弱
者
へ
の
新
た
な
交
通
網
の
検
討
・

救
急
搬
送
ル
ー
ト
の
充
実
が
必
要
だ
と
の
見
解
で
し
た
。
交
通
弱
者
に
対
す

る
そ
の
後
の
交
通
網
の
検
討
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
市
長
公
室
長　
大
き
な
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
、
市
民
の
移
動
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
新
し
い
交
通
網
を
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
公
共
交
通
会
議
を
主
体
と
し
て
霞
ヶ

浦
広
域
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
病
院
の
移
転
・

開
院
に
合
わ
せ
て
運
行
経
路
の
見
直
し
を
現
在
検

討
中
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

職
員
数
の
適
正
化
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

▲水道施設（下稲吉第二機場）

一  般  質  問

▲土浦協同病院の移転新築現場



10KASUMIGAURA

　
　
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
小
学
校
に
つ
い
て
、
児
童
が
安
心
し
て
伸
び
伸
び

と
健
や
か
に
学
習
で
き
る
よ
う
、
学
習
環
境
向
上
の
た
め
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
が
必
要
。
入
札
の
時
期
及
び
設
置
完
了
の
時
期
は
い
つ
な
の
か
伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
各
小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
入
札
時
期
に
つ
き
ま
し
て

は
、
設
計
業
務
委
託
を
年
度
当
初
に
行
い
、
９
月
の
議
会
で
工
事
費
の
補
正

予
算
を
計
上
し
、
可
決
と
な
れ
ば
10
月
下
旬
ご
ろ
に
は
、
入
札
を
行
う
予
定

で
す
。
設
置
完
了
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
内
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
肺
炎
予
防
や
重
症
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
に
対
す
る
助
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
助
成
の
対
象
者
及
び
問
診

票
の
対
象
者
全
員
へ
の
郵
送
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
保
健
福
祉
部
長　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
の
対
象
者
で
す
が
、
65

歳
以
上
の
方
で
、
２
，
６
３
７
名
で
、
全
員
に
説
明
書
及
び
予
診
票
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
任
意
接
種
希
望
者
に
つ
い
て
も
助
成
を
し
て
お
り

ま
す
。
27
年
度
に
関
し
ま
し
て
は
、
法
定
接
種
者
同
様
に
任
意
接
種
者
に
つ

い
て
も
問
診
票
の
郵
送
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

矢口　龍人

中根　光男

議員

議員

新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
使
用
料
の
補
助
金
に
つ
い
て

上
佐
谷
・
七
会
・
新
治
小
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

市
町
村
に
よ
っ
て
差
の
あ
る
斎
場
利
用
料
の
格
差
を
解
消
す

る
た
め
、
多
方
面
か
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

年
度
内
の
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了
を
目
指
し
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
新
石
岡
地
方
斎
場
の
火
葬
・
式
場
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
４
月
21
日
の
供
用
開
始
か
ら
１
月
末
ま
で
の
火
葬
件

数
は
、
１
３
２
８
件
。
旧
石
岡
市
が
４
１
７
件
・
旧
八
郷
町
２
７
８
件
・
旧

小
川
町
１
６
１
件
・
旧
美
野
里
町
１
９
１
件
・
旧
玉
里
村
83
件
・
旧
千
代
田

町
１
４
４
件
で
す
。
式
場
の
利
用
件
数
は
、
旧
石
岡
市
93
件
・
旧
八
郷
町
32

件
・
旧
小
川
町
10
件
・
旧
美
野
里
町
12
件
・
旧
玉
里
村
16
件
・
旧
千
代
田
町

12
件
・
圏
域
外
２
件
で
、
合
計
１
７
７
件
で
す
。

　
　
新
治
地
方
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
広
域
ご
み
処
理
施
設

建
設
に
至
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
計
画
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
。
ま
た
、
こ
の
計
画
の
市
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

　
　
市
長　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
石
岡
市
・
小
美
玉
市
・

茨
城
町
一
般
廃
棄
物
広
域
処
理
推
進
協
議
会
へ
の
加
入
の
承
認
を
受
け
た
霞

台
更
生
施
設
組
合
規
約
の
議
案
の
提
出
。
今
後
は
、
加
入
の
４
市
町
の
議
会

の
承
認
後
、
県
へ
の
申
請
３
市
１
町
で
の
協
定
書
の
締
結
。
４
月
１
日
か
ら

霞
台
更
生
施
設
組
合
に
お
い
て
、
処
理
施
設
の
建
築
や
付
帯
す
る
事
務
を
共

同
処
理
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
場
所
の
決
定
と
な
り
、
慎
重
に
選

定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

周
知
に
つ
き
ま
し
て
も
、
３
市
１
町
で
十
分
に

検
討
し
た
う
え
で
、
広
報
誌
等
で
市
民
の
皆
様
に

周
知
い
た
し
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

エ
ア
コ
ン
の
設
置
し
て
い
な
い
上
佐
谷
小
、
七
会
小
、
新
治
小

へ
の
設
置
計
画
に
つ
い
て

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
継
続
接
種
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

地
域
創
生
交
付
金
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

地
域
文
化
の
継
承
と
創
造
に
つ
い
て

新
治
地
方
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
解
散
・
処
分
し
て
新
た

な
枠
組
み
に
よ
る
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
使
用
料
の
補
助
金
に
つ
い
て

千
代
田
地
区
の
市
街
化
調
整
区
域
内
の
宅
地
化
に
つ
い
て

千
代
田
地
区
小
中
学
校
の
統
合
整
備
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３４５ ２

２３４

▲新石岡地方斎場

▲新治小学校
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学
校
教
育
に
お
け
る
校
舎
建
て
替
え
や
統
廃
合
な
ど
施
設
設
備
関
連
事

業
へ
の
配
分
が
、
決
算
と
し
て
ど
れ
だ
け
真
の
教
育
振
興
費
を
圧
縮
し
て
き

た
の
か
、
近
隣
と
の
教
育
実
績
を
も
と
に
見
解
を
伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
近
隣
市
町
村
間
に
お
い
て
一
般
財
源
に
お
け
る
教
育
振
興

費
の
比
率
及
び
児
童
生
徒
１
人
あ
た
り
の
教
育
振
興
費
の
割
合
な
ど
に
つ
い

て
は
、
土
浦
市
、
石
岡
市
、
つ
く
ば
市
の
決
算
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
、
教
育
振
興
費
に
含
め
て
い
る
事
業
内
容
に
差
異
が
み
ら
れ
る
た
め
、
一

概
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
教
育
振
興
費
は
、
成
果
を
出
し
つ
つ
あ
る
も
の
に
予
算
措
置
し
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
、
教
育
費
と
し
て
配
慮
す
る
こ
と
は
、
従
来
ど
お
り
に
な
っ

て
し
ま
う
の
か
。

　
　
総
務
部
長　
こ
こ
ま
で
統
合
小
学
校
あ
る
い
は
老
朽
化
対
策
と
い
う
こ

と
で
、
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
過
ぎ
れ
ば
、
あ
る
一
定
の

費
用
に
戻
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も
の
現
在
の

考
え
方
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄

古橋　智樹

議員

議員

新
た
な
広
域
組
織
に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
の
合
意
が
必
要
で
は
な
い
か

教
育
振
興
費
を
他
市
同
様
に
捻
出
で
き
な
い
の
か

市
民
の
み
な
さ
ま
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
今
後
広
報
誌
に
て
周
知
し
て
い
く
予
定
で
す

事
業
内
容
に
差
異
が
見
ら
れ
一
概
に
は
難
し
い
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
と
市
民
及
び
地
域
を
守
る
総
合
対
策

に
つ
い
て

下
土
田
の
残
土
問
題
に
つ
い
て

広
域
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
問
題
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
（
ム
ダ
な
水
開
発
事
業
の
中
止
を
）

質　
問　
事　
項

１２３４５６７

　
　
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
、
当
市
が
新
た
に
霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
加
入
す

る
と
し
て
い
る
が
、
総
額
１
３
２
億
円
も
の
税
金
を
投
入
し
て
広
域
ご
み
処

理
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
議
会
で
の
徹
底
審
議
と
住

民
の
合
意
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
市
長　
市
民
の
皆
様
に
、
市
政
に
関
す
る
報
告
、
意
見
を
聴
く
機
会
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
市
町
村

に
お
け
る
ゴ
ミ
処
理
の
現
状
・
課
題
、
さ
ら
に
は
現
在
の
処
理
施
設
で
あ
る

新
治
地
方
広
域
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
状
況
等
を
整
理
し
、
現
在
、
広

域
化
に
関
す
る
広
報
記
事
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
広
報
誌
に
て
周

知
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
市
立
さ
く
ら
保
育
所
を
閉
鎖
で
き
る
環
境
に
あ
る
か
、
伺
う
。

　
　
保
健
福
祉
部
長　
現
在
の
子
ど
も
・
子
育
て
事
業
計
画
の
中
に
お
き
ま

し
て
は
、
市
立
さ
く
ら
保
育
所
を
含
め
た
も
の
で
の
事
業
計
画
と
な
っ
て
ご

ざ
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲環境クリーンセンター

坪
井
か
す
み
が
う
ら
市
政
は
、
地
方
創
生
へ
何
を
め
ざ
す
の
か

学
校
教
育
の
ハ
コ
モ
ノ
か
ら
教
育
内
容
の
充
実
予
算
へ
の
シ
フ

ト
質　
問　
事　
項

１２

▲大規模改修工事の続く美並小学校



桜
前
線
と
と
も
に
水
稲
種
蒔
が
北
上
、
水
田

の
新
緑
が
笑
い
、
実
り
つ
く
る
み
ど
り
の
山
、

漁
待
つ
光
る
湖
面
、
蕉
風
に
ツ
バ
メ
飛
ぶ
春
の

息
吹
き
の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。。

健
康
一
番
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

元
気
に
郷
土
の
未
来
を
描
き
出
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
設
楽　
健
夫

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
（
火
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（2月10日〜5月1日まで）

●
２
月
●

　

12
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

　

13
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回
議
員
研
修
会

　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　

定
例
会

　

17
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

18
日　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

19
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

26
日　

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理
一
部

　
　
　
　

事
務
組
合
議
会
定
例
会

●
３
月
●

　

３
月
３
日
～
３
月
24
日

　
　
　
　

第
１
回
定
例
会

　

３
日　

議
会
運
営
委
員
会
、

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

９
日　

文
教
厚
生
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

10
日　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

12
日　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

13
日　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

16
日　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

17
日　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

●
４
月
●

　

17
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

24
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

30
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
５
月
●

　

１
日　

土
浦
地
区
防
犯
協
会
理
事
会

豆辞典 一部事務組合一部事務組合 とはとは？？
普
通
地
方
公
共
団
体
及
び
特
別
区
が
、

そ
の
事
務
の
一
部
を
共
同
で
処
理
す
る
た

め
に
設
け
る
地
方
公
共
団
体
の
組
合
を
い

う
。一

部
事
務
組
合
は
、
こ
れ
を
構
成
す
る

地
方
公
共
団
体
と
は
別
個
の
法
人
格
を
有

す
る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
組
合
固
有
の
区
域
、
権
能
及
び

構
成
員
を
持
つ
が
、
組
合
の
直
接
の
構
成

員
は
、
住
民
で
な
く
こ
れ
を
構
成
す
る
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
。

一
部
事
務
組
合
が
設
立
さ
れ
れ
ば
、
構

成
団
体
は
、
そ
の
事
務
を
一
部
事
務
組
合

に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
共
同
処

理
す
る
も
の
と
さ
れ
た
事
務
は
、
構
成
団

体
の
事
務
で
は
な
く
な
る
。

（
地
方
議
会
運
営
辞
典
よ
り
抜
粋
）


